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論文内容の要旨

[目的]

近年，いろいろな癌細胞における基底膜の形態が報告され，また，これを構成する種々の物質が，細胞の密着・遊

離，さらには転移・増殖に関与しているといわれている。

そこで，食道癌における基底膜の性状と，先進部癌細胞形態を電顕的に観察するとともに，所属リンパ節転移巣に

おいても同様の観察を行い，主病巣と比較検討した。

また，臨床的転移度との関係も検討した。

[方法ならびに成績]

食道属平上皮癌の新鮮手術標本より，主病巣粘膜下層癌先進部21例，および所属リンパ節転移巣 8 例の試料を採取

した。それらに，グルタール・四酸化オスミウム固定，酢酸ウラニル・硝酸鉛二重染色を施行し電顕にて観察した。

食道扇平上皮癌基底膜は，電顕的には，正常上皮に認められるのと同様に二層構造が明瞭でほぼ連続しているもの

(7 例)，または透明層が薄く徹密層が厚く無定型頼粒として認められるもの( 6 fJIJ)から，まったく欠損している

もの( 8 例)まで種々の形態が認められた。無定型頼粒のものも含め，基底膜を有しているもの (BM-P 型)と，

認めないもの (BM-A 型)に分類し腫虜先進部癌細胞形態を観察した。

BM-P 型においては，細胞は密に接し細胞間隙は狭く BM-A 型では間隙は開大し細胞間突起も豊富に認めら

れた。しかし desmosome 数は BM-P 型では， BM-A 型に比べて少ない傾向が認められた。基底膜と接する基底

面は， BM-P 型では平滑であり，細胞質突起も少なく，良好な hemi-desmosome を多数認めたが， BM-A 型では

認めなかった。

リンパ節転移巣においても，主病巣にほぼ一致した基底膜，癌細胞形態を示したD

伸展様式を検討してみると， BM-A 型において，深達度 (a) がやや深い傾向が見られたが，所属リンパ節転移度

(n) においては， BM四P 型で85%に転移が認められたのに対し， BM-A 型では， 50% と低かった。



[総括]

食道癌先進部においては，基底膜の性状により先進部癌細胞の形態に特徴が認められた。基底膜を有するものでは，

細胞間隙が密であるにもかかわらず， もたないものに比べて desmosome 数が少なく， このことは，接着力の減少

を示し癌細胞の遊離を容易にするものと思われた。逆に，基底膜をもたないものでは細胞質突起が豊富であり，腫

虜細胞相互の接着に関与する面積の広いことを示していると思われた。

また， リンパ節癌転移巣における基底膜性状が，主病巣に類似していたことは，これを形成する能力は，個々の癌

が有している特性であろうと思われた。

論文審査の結果の要旨

本論文は， ヒト食道扇平上皮癌における主病巣と所属リンパ節転移巣の基底膜の性状と，先進部癌細胞の形態を電

子顕微鏡を用いて検討したものである。食道癌基底膜は，正常上皮に認められるのと同様に，二層構造が明瞭にほぼ

連続して認められるもの，癌基底面に沿って無定型頼粒として認められるものから，まったく欠損しているものまで

あった。それらの先進部癌細胞の形態は，基底膜を有するものでは，細胞間隙は密に接し突起は少なく，基底面は

平滑で， hemi-desmosome を認めた。一方，欠損しているものでは，間隙は開大し突起を多く有し， desmosome 

も多数認めたが， hemi -desmosome は認められなかった。また，所属リンパ節転移巣においても同様の基底膜が認

められ，癌細胞形態は主病巣によく類似していた。 臨床病理所見について検討してみると，基底膜を有するもので深

達度がやや浅い傾向が認められ欠損しているもので浸潤傾向が認められた。これらの結果は，食道癌において基底

膜の有無と癌細胞の形態の間に明らかな相関があり，基底膜が癌の進展に関与していることを示唆している。学位に

値する業績と考える。


